
奈良市21健康づくり＜第２次＞計画・奈良市歯と口腔の健康づくり推進条例に関する進捗状況の調査
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●他の健康に比べ、歯に関する健康意識
が低い。

●市民の歯に関する健康意識を向上させ
る。

●市民への啓発を行う。（チラシやパネル
等の作成、しみんだよりやHPの掲載等）
●イベントでの情報発信を行う。

●歯のメッセンジャーの周知を行なう。
●歯科に関する相談窓口を周知する。

≪全体≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成
●修了証発行
●歯のメッセンジャーへの歯科媒体貸し出し

●歯科ボランティア「にこにこ通信局」への活動支援

平成30年度の取り組み

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成・育成
●修了証発行
●歯のメッセンジャー認定バッヂの作成と配付
●歯のメッセンジャーへの歯科媒体貸し出し

●歯科ボランティア「にこにこ通信局」への活動支援

＜奈良市歯科医師会＞
●イベント等て歯科口腔保健の情報発信する。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良しみんだよりに食育コラムを掲載
●イベントにて歯科口腔保健について情報発信

＜奈良県歯科技工士会＞
歯っぴぃフェスティバルで歯科口腔保健の情報発信

＜健康増進課＞
●歯っぴぃフェスティバル実施：歯と口の健康週間期
間中に1回、歯科医師会・歯科衛生士会・歯科技工士
会と共催、協力を得て、歯科健診・フッ化物塗布等実
施

●育児教室「すこやかキッズ１．２．３」の中で、、２歳
児とその保護者を中心に、むし歯予防の講座及びブ
ラッシング実習を実施

＜奈良市歯科医師会・奈良県歯科衛生士会＞
●イベント等て歯科口腔保健の情報発信する。

＜奈良市歯科医師会・奈良県歯科衛生士会・奈良県
歯科技工士会＞
●歯っぴぃフェスティバルの実施：歯科健診とフッ化
物塗布、口腔衛生指導を実施

＜健康増進課＞
●歯っぴぃフェスティバル実施：歯と口の健康週間期
間中に1回、歯科医師会・歯科衛生士会・歯科技工士
会と共催、協力を得て、歯科健診・フッ化物塗布等実
施

●育児教室「きらきら教室」（２回）にて、２歳児とその
保護者を中心に、むし歯予防の講座及びブラッシング
実習を実施

令和元年度の取り組み
（計画・方向性）

＜ 奈良市歯科医師会＞
●イベント等で歯科口腔保健の情報発信する。
●イキイキ介護２０１９の奈良市　地域包括ケア市民
フォーラムで歯科医による咬合力測定会、歯と口腔
の健康相談会などの実施
●近畿北陸歯科医学大会を奈良１００年会館で実
施。万葉の里から新時代に発信をテーマに女子レス
リング元選手の吉田　沙保里さんの特別記念講演を
はじめ明海大学名誉教授の渡部　茂教授、奈良県立
医科大学口腔外科学講座の桐田　忠昭教授など、
市・県民に向けての公開講演の実施
●奈良歯と口腔の健康つくりフェスティバルの開催

＜奈良県歯科衛生士会＞
●イベントにて歯科口腔保健について情報発信
●歯っぴぃフェスティバルの実施、歯科健診、フッ化
物塗布、口腔衛生指導等を実施

＜奈良県歯科技工士会＞
●歯っぴぃフェスティバルで歯科口腔保健の情報発
信
　
＜母子保健課＞
●歯っぴぃフェスティバル実施：歯と口の健康週間期
間中に1回、歯科医師会・歯科衛生士会・歯科技工士
会と共催、協力を得て、歯科健診・フッ化物塗布等実
施

●育児教室「すこやかキッズ１．２．３」の中で、２歳児
とその保護者を中心に、むし歯予防の講座及びブラッ
シング実習を実施
＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成・育成
●修了証発行
●歯のメッセンジャー認定バッヂの作成と配付
●歯のメッセンジャーへの歯科媒体貸し出し

●歯科ボランティア「にこにこ通信局」への活動支援

●歯のメッセンジャーを養成している。
●市・歯科医師会で電話相談や来所相談
をしている。
●歯科に関する相談窓口が周知されてい
ない。

●歯のメッセンジャーの認知度をあげる。
●歯科に関する相談窓口の情報発信が
必要である。

歯の喪失を予防し、

口腔機能の維持・向上しましょう

⑥歯の健康

表中の下線 ：庁外機関・団体



現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み 平成30年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）

＜奈良市歯科医師会＞
●奈良市休日診療所において歯科治療をする。
●イベント等で歯科健診・相談等を行っている。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良市休日歯科診療所・事業所健診において、歯
科保健指導を行う。
●研修会に参加して、最新の歯科保健についての学
習をしている。

＜医療事業課＞
●かかりつけ歯科が閉まっている年末年始等に、応
急的な歯科の治療に対応できるよう、医師・衛生士増
員し体制を整えた。
平成30年度利用者は475人。前年度と比較すると54
人増

＜奈良市歯科医師会＞
●研修会や学会等に参加し、新しい治療方法や情報
を得ている。
●「目指せ！かかりつけ歯科医100％」ステッカーを
会員へ配付

＜健康増進課＞
●「目指せ！かかりつけ歯科医100％」ステッカーの
作成と配付
●条例進捗状況調査の実施

＜奈良市歯科医師会＞
●奈良市休日診療所において歯科治療をする。
●イベント等で歯科健診・相談等を行っている。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良市休日歯科診療所・事業所健診において、歯
科保健指導を行う。
●研修会に参加して、最新の歯科保健についての学
習をしている。

<医療事業課>
●かかりつけ歯科が閉まっている年末年始等に、応
急的な歯科の治療に対応できるよう、医師・衛生士増
員し体制を整えた。
平成29年度利用者は平年並（421人）。前年度と比較
すると17人増

健
診
・
受
診

●日頃から、かかりつけ歯科医にて定期
健診を受けておらず、急な受診をする者
がいる。
●休日歯科応急診療所の利用者が減少
してきている。
●歯科医師会では、歯科医療機関一覧
（フッ化物塗布、小児、身体障害者（児）対
応、車いす、往診、英語対応、禁煙施設な
ど）をホームページで発信しているが、市
民、行政ともに認知度が低い。
●歯科医療機関は何を基準に選べばよい
かがわからない。
●検(健)診等は、各年代においての現状
把握や評価はできているが、生涯を通じ
た評価ができていない。

●かかりつけ歯科医を持ち、定期健診を
受ける。
●歯科医療機関一覧の情報を発信する。
●生涯を通じた検（健）診の評価が必要で
ある。

●かかりつけ歯科医を持つ大切さを啓発
する。
●休日や夜間に受診が必要とならないよ
う、予防行動が執れる。
●歯科医療機関一覧の最新の情報を収
集し、発信する。
●検（健）診のマニュアルの統一化を図
り、生涯を通じた評価を行う。
●データヘルスを活用して、地区分析する
ことで地域の特徴や現状を把握し、ニーズ
にあった事業を展開する。

＜奈良市歯科医師会＞
●研修会や学会等に参加し、新しい治療方法や情報
を得ている。

＜健康増進課＞
●条例進捗状況調査の実施

＜奈良市歯科医師会＞
●奈良市休日歯科診療所において歯科診療を行って
います。
●イベント等で歯科健診・相談等を行っています。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良市休日歯科診療所･事業所健診において歯科
保健指導を行う。
●研修会に参加して、最新の歯科保健についての学
習をしている。

＜医療政策課＞
●かかりつけ歯科が閉まっている年末年始等に、応
急的な歯科の治療に対応できるよう、医師・衛生士増
員し体制を整える。
令和元年度利用者は去年度と比較すると増加傾向。
（R1.9月時点245人）GW9連休が主な原因と思われ
る。

環
境
整
備

●平成29年6月に条例を制定した。（関係
機関とのワーキング会議、懇話会を開催）
●事業連携ができておらず、各々での事
業実施が多い。
●関係機関との情報交換の機会がない。

●関係機関で統一したキャッチフレーズを
決め、歯科に関する健康意識が高まるよ
う各家庭や学校、職場、介護施設、医療
機関等で目にする機会を増やす。
●地域の特徴や現状を把握し、効果的な
事業展開をする必要がある。
●関係機関との連携を図る。

●関係機関が協力してキャッチフレーズ
「目指せ！かかりつけ歯科医100％」を推
進する。
●地域の特徴や現状を把握し、効果的な
事業展開を行う。
●関係機関と進捗状況の確認や課題の
共有を行う。

＜奈良市歯科医師会＞
●研修会や学会等に参加し、新しい治療方法や情報
を得ている。

＜健康増進課＞
●懇話会の開催



平成30年度の取り組み

≪乳幼児期≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み

＜奈良市歯科医師会＞
●歯のメッセンジャー受講者への歯科健康教育の実
施

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャーを養成講座（子育て支援センター
のスタッフ等）を実施

●歯科ボランティア「にこにこ通信局」への活動支援

正
し
い
知
識
の
普
及

●歯並びや噛み合わせの悪い児が多
い。
(咬合異常の児：15.7％Ｈ29年3.6健診)
●噛む回数が減ってきている。
●予防的に歯科医院を受診する児と
むし歯が重症化してから受診する児が
いる。
●市のフッ化物塗布は、対象児の3割
程度の利用にとどまっている。かかり
つけ歯科医で塗布している児もいる。
●年1回、保育園・幼稚園・こども園に
健康増進課が口腔衛生指導を実施し
ている。（対象児は園が希望する年
齢）
●園では保育の一環として担任や看
護師が年齢に応じて、紙芝居や読み
聞かせ等で、歯の大切さを伝えてい
る。
●妊婦歯科健診で、自身の口腔状態
を知り、歯の正しい知識と手入れの方
法を習得し、小児の歯の情報提供を
行っている。
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●親子で集まる場のスタッフを対象に
歯のメッセンジャーを養成しているが、
人数が少なく、活動が軌道に乗ってい
ない。

●親子で集まる場で活
動する歯のメッセン
ジャーを増やし、活動で
きる。

●保護者が噛むことの
大切さを意識し、児に食
事を与える。
●歯並びが悪いと仕上
げ磨きがしづらく、むし
歯になりやすいことを知
る。
●幼児が歯磨きの大切
さを理解する。
●フッ化物塗布等を受け
る。

＜奈良市歯科医師会＞
●各園の保護者に歯科健康教育をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●子育てサークルや各園にて歯科保健指導の実施
●むし歯を作りにくい食習慣の確立を目指し、間食や
飲み物の取り方選び方について情報提供した。
●染め出しによる保護者の仕上げ磨きの必要性と方
法を習得し、実施した。
●歯ブラシの選び方や交換時期を知る。
●家でも実践できるように持ち帰り用の紙媒体を作成
した。

＜こども園推進課＞
●保育園・各園より健康増進課に依頼し、口腔衛生指
導を実施した。
●歯に関する絵本や紙芝居による読み聞かせを通し
て歯磨きの大切さを伝えたり、保育者による歯磨き指
導を行う。

＜子ども育成課＞
●地域子育て支援拠点事業
月1回以上、子育て及び子育て支援に関する講習等を
実施（内、歯科に関する講習は年1回程度）

＜健康増進課＞
●歯ぴか教室：月2回1歳児（第1子）と保護者を対象に
講話と歯磨き実習を実施
●口腔衛生指導：年1回依頼があった各園に園児の
み、又は園児と保護者を対象に講話と歯磨き指導を実
施
●出張講座：年1回、依頼があった地域子育て拠点施
設や子育てサークル等で講話、歯磨き指導を実施
●マタニティー歯っぴぃチェック：妊婦を対象に歯科健
診、口腔衛生指導、フッ化物塗布（希望者のみ）を実施
●マタニティー歯っぴいチェック：妊婦、生まれてくる児
の歯の健康についてのチラシを配布

●育児教室「すこやかキッズ１．２．３」の中で、、２歳児
とその保護者を中心に、むし歯予防の講座及びブラッ
シング実習を実施

●健診や教室等で、正し
い歯の知識や手入れの
方法を伝える。
●親子で集まる場や園
で、正しい歯の知識や手
入れの方法を伝える。
●フッ化物塗布を受ける
必要性を周知する。

＜奈良市歯科医師会＞
●各園の保護者に歯科健康教育をする。

<奈良県歯科衛生士会>
●子育てサークルや各園にて歯科保健指導の実施
●むし歯を作りにくい食習慣の確立を目指し、間食や
飲み物の取り方選び方について情報提供した。
●染め出しによる保護者の仕上げ磨きの必要性と方
法を習得し、実施した。
●歯ブラシの選び方や交換時期を知る。
●理解しやすい媒体製作

＜こども園推進課＞
●各園より健康増進課に依頼し、口腔衛生指導を実施
した。
●歯に関する絵本や紙芝居による読み聞かせを通し
て歯磨きの大切さを伝えたり、保育者による歯磨き指
導を行う。

＜子ども育成課＞
●地域子育て支援拠点事業
子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（月一
回以上）

＜健康増進課＞
●歯ぴか教室：月2回1歳児と保護者を対象に講話と歯
みがき実習を実施
●口腔衛生指導：年1回依頼があった各園に園児の
み、又は園児と保護者を対象に講話と歯磨き指導を実
●出張講座：年1回、依頼があった地域子育て拠点施
設や子育てサークル等で講話、歯磨き指導を実施
●マタニティー歯っぴぃチェック：妊婦を対象に歯科健
診、口腔衛生指導、フッ化物塗布（希望者のみ）を実施
●マタニティー歯っぴぃチェック：妊婦、生まれてくる児
の歯の健康についてのチラシを配布

●育児教室「きらきら教室」（２回）にて、２歳児とその
●親子で集まる場のス
タッフを歯のメッセン
ジャーとして養成し、育
成する。
●歯のメッセンジャーを
支援する。

＜奈良市歯科医師会＞
●歯のメッセンジャー受講者への歯科健康教育の実
施

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャーを養成講座（子育て支援センター
のスタッフ等）を実施

環
境
整
備

令和元年度の取り組み
（計画・方向性）

<奈良市歯科医師会>
●歯のメッセンジャー受講者への歯科健康教育の実
施

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャーを養成講座（子育て支援センター
のスタッフ等）を実施

●歯科ボランティア「にこにこ通信局」への活動支援

＜奈良市歯科医師会＞
●各園の保護者に歯科健康教育をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●依頼のあった子育てサークルや各園にて歯科保健
指導の実施
●むし歯を作りにくい食習慣の確立を目指し、間食や
飲み物の取り方・保護者向けにわかりやすい保健指導
についてなど歯科衛生士内での研修会などの開催
●家でも実践できるように媒体（リーフレット）を配布し
た。

＜保育総務課＞
●保育園・各園より健康増進課に依頼し、口腔衛生指
導を実施した。
●歯に関する絵本や紙芝居による読み聞かせを通し
て歯磨きの大切さを伝えたり、保育者による歯磨き指
導を行う。

＜子ども育成課＞
●地域子育て支援拠点事業
月1回以上、子育て及び子育て支援に関する講習等を
実施（内、歯科に関する講習は年1回程度）

＜母子保健課＞
●歯ぴか教室：月１回、1歳児（第１子）と保護者を対象
に講話と歯磨き指導を実施
●口腔衛生指導：年1回,、依頼があった各園に園児の
み、又は園児と保護者を対象に講話と歯磨き指導を実
施
●のびのび講座：年1回、依頼があった地域子育て拠
点施設で講話、歯磨き指導を実施
●出張歯科講座：年1回、、依頼があった子育てサーク
ルやサロン等で講話、歯磨き実習を実施
●マタニティー歯っぴぃチェック：妊婦を対象に歯科健
診、口腔衛生指導、フッ化物塗布（希望者のみ）を実施
●マタニティー歯っぴいチェック：妊婦、生まれてくる児
の歯の健康についてのチラシを配布
　

●育児教室「すこやかキッズ１．２．３」の中で、、２歳児
とその保護者を中心に、むし歯予防の講座及びブラッ
シング実習を実施

表中の下線 ：庁外機関・団体



平成30年度の取り組み現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）
●1歳7か月児歯科健康診査と3歳6か
月児歯科健康診査は、全国と同様に
当市のう歯罹患率も減少しているが、
1歳7か月児歯科健康診査から3歳6か
月児歯科健康診査までの2年間で、う
歯罹患率は約15倍（平成29年度）に
なっている。
●公立保育園は年2回、幼稚園・こど
も園は年1回歯科健診を実施してい
る。
●保育園・幼稚園・こども園と3種類
別々の歯科健診票がある。（小中学校
は文部科学省からの要領に基づき、
歯科健診票とマニュアルが統一されて
いる。）
●保育園、こども園の歯科健診結果
は、けんこうノートや連絡帳を活用して
いる。
●受診確認やう歯完治までの対応（様
式・ルール）が、園によって様々であ
る。
●就学前の健診結果をデータとしてま
とめられていない。（小学校以上では、
健診結果を歯科医師会へ報告してい
る。）

＜奈良市歯科医師会＞
●園医として年１～2回各園で歯科健診をする。
●各幼児歯科健康診査をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●1歳7か月児歯科健康診査、3歳6か月児歯科健康診
査時の口腔衛生指導を個別指導で行う。
●研修会に参加して、最新の歯科保健についての学
習をしている。
●事業メンバーでの勉強会を開催し、知識の統一を
図っている。

＜こども園推進課＞
●園医による定期的な歯科健診を行い、保護者に通
知し、早期発見、治療に努める。
（こども園、幼稚園は年１回、保育園は年２回）
●保健だより等で保護者に啓発する。

＜こ子ども育成課＞
●地域子育て支援拠点事業
子育て及子育て支援に関する講習等の実施（月一回
以上）

＜健康増進課＞
●幼児歯科健康診査：：1歳7か月児、3歳6か月児を対
象に　歯科健診、歯科指導を実施
●フッ化物塗布：月1回2歳0か月～4か月児を対象に、
歯科健診、歯科指導、フッ化物塗布を実施
●口腔衛生指導：年1回、依頼があった各園に園児の
み、又は園児と保護者を対象に講話と歯磨き指導を実
施

＜奈良市歯科医師会＞
●園医として年１～2回各園で歯科健診をする。
●各幼児歯科健康診査をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●1歳7か月児歯科健康診査、3歳6か月児歯科健康診
査時の口腔衛生指導を個別指導で行う。
●研修会に参加して、最新の歯科保健についての学
習をしている。
●事業メンバーでの勉強会を開催し、知識の統一を
図っている。

＜こども園推進課＞
●園医による定期的な歯科健診を行い、保護者に通
知し、早期発見、治療に努める。
（こども園、幼稚園は年１回、保育園は年2回）
●保健だより等で保護者に啓発する。

＜子ども育成課＞
●地域子育て支援拠点事業
月1回以上、子育て及び子育て支援に関する講習等を
実施（内、歯科に関する講習は年1回程度）

＜健康増進課＞
●幼児歯科健康診査：1歳7か月児、3歳6か月児を対
象に歯科健診、歯科指導を実施
●フッ化物塗布：月1回、2歳0か月～4か月児を対象
に、歯科健診、歯科指導、フッ化物塗布を実施
●口腔衛生指導：年1回、依頼があった各園に園児の
み、又は園児と保護者を対象に講話と歯磨き指導を実
施

健
診
・
受
診

●健診時、正しい知識
の普及を行なう。
●市の歯科健診のマ
ニュアルを作成する。
●保育園・幼稚園・こど
も園から高校までの歯
科健診結果をデータ化
する。
●健診結果を集計・評価
し、効果的な事業展開に
活かす。

●幼児のむし歯を減ら
す。
●各園の様式を統一す
る必要がある。
●保育園・幼稚園・こど
も園から高校までの歯
科健診票や受診勧奨通
知書等、継続して経過が
みられるよう書類やマ
ニュアルを統一する必要
がある。
●保育園・幼稚園・こど
も園から高校までの統
一したデータの収集と積
み重ね、評価が必要で
ある。

＜奈良市歯科医師会＞
●園医として年１～2回各園で歯科健診をする。
●各幼児歯科健康診査をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●1歳7か月児歯科健康診査、3歳6か月児歯科健康診
査時の口腔衛生指導を個別指導で行う。
●研修会に参加して、最新の歯科保健についての学
習をしている。
●乳幼児事業メンバーでの勉強会を開催し、知識の統
一を図っている。

＜保育総務課＞
●園医による定期的な歯科健診を行い、保護者に通
知し、早期発見、治療に努める。
（こども園、幼稚園は年１回、保育園は年2回）
●保健だより等で保護者に啓発する。

＜子ども育成課＞
●地域子育て支援拠点事業
月1回以上、子育て及び子育て支援に関する講習等を
実施（内、歯科に関する講習は年1回程度）

＜母子保健課＞
●幼児歯科健康診査：1歳7か月児、3歳6か月児を対
象に歯科健診、歯科指導を実施
●フッ化物塗布：月1回、2歳0か月～4か月児を対象
に、歯科健診、歯科指導、フッ化物塗布を実施
●口腔衛生指導：年1回、依頼があった各園に園児の
み、又は園児と保護者を対象に講話と歯磨き指導を実
施



健
診
・
受
診

●健診及び受診勧奨（勧告通知
書）は、文科省で決められた様式を
基に実施している。
●健診結果は集約している。各学
校において、受診勧奨後の結果の
集約ができているかは未把握であ
る。
●乳幼児期からの健診データの集
約方法が統一されていないため、
年代・経年評価ができない。
●受診勧奨をされても、受診行動
が取れない保護者がいる。

●児童のむし歯と歯肉炎を減らす。
●受診勧奨後の結果の集約が必
要である。
●健診でむし歯j等があれば、受診
する。
●保育園・幼稚園・こども園から高
校までの歯科健診票や受診勧奨通
知書等、継続して経過がみられるよ
う書類やマニュアルを統一する必
要がある。
●保育園・幼稚園・こども園から高
校までの統一したデータの収集と
積み重ね、評価が必要である。

●受診勧奨後の結果を集約
する。
●受診勧奨をされたら、受診
するという保護者への意識づ
けを行なう。
●保育園・幼稚園・こども園か
ら高校までの歯科健診結果を
データ化する。
●健診結果を集計・評価し、
効果的な事業展開に活かす。

＜奈良市歯科医師会＞
●校医として年１回各学校で歯科健診をする。

＜奈良市歯科衛生士会＞
●健診により受診の必要な児童に対し、治療
計画を立て速やかに受診勧奨し、その後の生
活の場に情報を引継ぎ治療を完了させる。

＜保健給食課＞
●う定期健康診断で歯及び口腔の疾病及び異
常の有無を検査しなればならいため、学校歯
科医により実施した。
●保護者へ学校から結果を渡し、異常があれ
ば受診勧奨を促した。

環
境
整
備

令和元年度の取り組み
（計画・方向性）

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に口腔衛生の必要性を説明する。

＜保健給食課＞
フッ素塗布と一緒に歯磨き指導を行った。

正
し
い
知
識
の
普
及

●歯並びや噛み合わせの悪い児が
多い。
●噛む回数が減ってきている。
●歯肉状態不良の児が多い。
●保護者による仕上げ磨きの意識
が低くなり、機会が少なくなる。
●公立小学校2・3年生対象に年1
回、フッ化物塗布を希望児童のみ
実施している。
●学校保健委員会に歯科医が入
り、保護者に話をする機会がある。
（保健だより等でも、保護者へ伝え
ている。）

●児童が歯の健康の大切さを知
る。
●保護者や児童が噛むことの大切
さを意識し、しっかり噛むよう心がけ
る。
●歯並びが悪いと歯磨きがしづら
く、むし歯や歯肉炎になりやすいこ
とを知る。
●フッ化物塗布等を受ける。

●児童や保護者向けに正しい
歯の知識や手入れの方法を
伝える。
●フッ化物塗布等を受ける必
要を周知する。

＜奈良市歯科医師会＞
●学校保健委員会で、保護者への歯科健康教
育をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●一時保護所に入所中の児童に口腔衛生指
導、染め出しによる個別ブラッシング指導を実
施
●　正しい生活習慣、食習慣を身に付け自分
自身の健康は自身で守ることを伝えた。
●位相差顕微鏡による口腔内細菌の観察によ
り自身の口腔内を知る機会を作った。

＜保健給食課＞
公立小学校２・３年生の希望者にフッ化物塗布
を実施した。（年１回）
実施人数は、4,406人。
（約84.5％）

＜健康増進課＞
●公立小学校に歯の健康を守るポスター募
集：歯と口の健康週間に併せて、啓発兼ねてい
る。

＜奈良市歯科医師会＞
●学校保健委員会で、保護者への歯科健康教
育をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●一時保護所や児童自立支援施設（精華学
院）に入所中の児童に口腔衛生指導、染め出
しによる個別ブラッシング指導を実施
●正しい生活習慣、食習慣を身に付け自分自
身の健康は自身で守ることを伝えた。
●位相差顕微鏡による口腔内細菌の観察によ
り自身の口腔内を知る機会を作った。

＜保健給食課＞
公立小学校２・３年生の希望者にフッ化物塗布
を実施した。（年１回）
実施人数は、4,355人。
（約85％）

＜健康増進課＞
●公立小学校に歯の健康を守るポスター募
集：歯と口の健康週間に併せて、啓発兼ねてい
る。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・

専
門
家
支
援

（
人

材
育
成
・
相
談

）

●歯の大切さや正しい知識を普及
させるためのボランティアはいな
い。

●児童を取り巻く者が正しい歯の知
識を身につけ、児童や保護者に支
援する。

●児童を取り巻く者に対し、正
しい歯の知識を伝える。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に口腔衛生の必要性を説明する。

＜保健給食課＞
フッ素塗布と一緒に歯磨き指導を行った。

≪学童期≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み

＜奈良市歯科医師会＞
●学校保健委員会で、保護者への歯科衛生健
康教育を行っています。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●一時保護所や児童自立支援施設（精華学
院）に入所中の児童に口腔衛生指導、染め出
しによる個別ブラッシング指導を実施
●正しい生活習慣、食習慣を身に付け自分自
身の健康は自身で守ることを伝えた。
●位相差顕微鏡による口腔内細菌の観察によ
り自身の口腔内を知る機会を作った。

＜保健給食課＞
公立小学校２・３年生の希望者にフッ化物塗布
を実施している。（年１回）

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に口腔衛生の必要性を説明する。

＜保健給食課＞
フッ素塗布と一緒に歯磨き指導を行っている。

＜奈良市歯科医師会＞
●校医として年１回各学校での歯科健診を
行っています。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●健診により受診の必要な児童に対し、治療
計画を立て速やかに受診勧奨し、その後の生
活の場に情報を引継ぎ治療を完了させる。

＜保健給食課＞
●定期健康診断で歯及び口腔の疾病及び異
常の有無を検査しなればならいため、学校歯
科医により実施している。
●保護者へ学校から結果を渡し、異常があれ
ば受診勧奨を促している。

平成30年度の取り組み

＜奈良市歯科医師会＞
●校医として年１回各学校で歯科健診をする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●健診により受診の必要な児童に対し、治療
計画を立て速やかに受診勧奨し、その後の生
活の場に情報を引継ぎ治療を完了させる。

＜保健給食課＞
●定期健康診断で歯及び口腔の疾病及び異
常の有無を検査しなればならいため、学校歯
科医により実施した。
●保護者へ学校から結果を渡し、異常があれ
ば受診勧奨を促した。

表中の下線 ：庁外機関・団体



健
診
・
受
診

●全ての高校で健診があるか不明であ
る。

●保育園・幼稚園・こど
も園から高校までの歯科
健診票や受診勧奨通知
書等、継続して経過がみ
られるよう書類やマニュ
アルを統一する必要が
ある。
●保育園・幼稚園・こど
も園から高校までの統一
したデータの収集と積み
重ね、評価が必要であ
る。

●保育園・幼稚園・こども
園から高校までの歯科健
診結果をデータ化する。
●健診結果を集計・評価
し、効果的な事業展開に
活かす。

＜奈良市歯科医師会＞
●校医として年１回各学校で歯科健診をす
る。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●健診の結果、受診が必要な学生に対し、治
療計画を立て速やかに受診勧奨し、その後
の生活の場に情報を引継ぎ治療を完了させ
る。

＜保健給食課＞
●定期健康診断で歯及び口腔の疾病及び異
常の有無を検査しなればならいため、学校歯
科医により実施した。
●保護者へ学校から結果を渡し、異常があ
れば受診勧奨を促した。

環
境
整
備

令和元年度の取り組み
（計画・方向性）

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に口腔衛生の必要性を説明す
る。

正
し
い
知
識
の
普
及

●歯肉状態不良の者が多い。
●審美(歯並び・口臭等)の意識が高ま
ると、歯科受診の機会も増える傾向にあ
る。
●保護者の関わりが減少する年代であ
る。
●高校で生活習慣病に関する授業はあ
るが、歯についての正しい知識や情報
を知る機会が少ない。

●正しい歯の知識と手
入れの方法を身につけ
る。

●正しい歯の知識や手入
れの方法を伝える。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●一時保護所に入所中の児童に口腔衛生指
導、染め出しによる個別ブラッシング指導を
実施
●正しい生活習慣、食習慣を身に付け自分
自身の身体は自分で守ることの大切さを伝え
た。
●位相差顕微鏡による口腔内細菌の観察に
より自身の口腔内を知る機会を作った。
●タバコの口腔への影響について伝えた。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●一時保護所に入所中の児童に口腔衛生指
導染め出しによる個別ブラッシング指導を実
施
●正しい生活習慣、食習慣を身に付け自分
自身の身体は自分で守ることの大切さを伝え
た。
●位相差顕微鏡による口腔内細菌の観察に
より自身の口腔内を知る機会を作った。
●タバコの口腔への影響について伝えた。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

専
門
家
支
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（
人

材
育
成
・
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）

●歯の大切さや正しい知識を普及させ
るためのボランティアはいない。

●高校生を取り巻く者が
正しい歯の知識を身に
つけ、支援する。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に口腔衛生の必要性を説明す
る。

≪青年期：高校生≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み

＜奈良県歯科衛生士会＞
●一時保護所に入所中の児童に口腔衛生指
導染め出しによる個別ブラッシング指導を実
施。
●正しい生活習慣、食習慣を身に付け自分
自身の身体は自分で守ることの大切さを伝え
た。
●位相差顕微鏡による口腔内細菌の観察に
より自身の口腔内を知る機会を作った。
●タバコの口腔への影響について伝えた。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に口腔衛生の必要性を説明す
る。

＜奈良市歯科医師会＞
●校医として年１回各学校で歯科健診を行っ
ています。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●健診の結果、受診が必要な学生に対し、治
療計画を立て速やかに受診勧奨し、その後
の生活の場に情報を引継ぎ治療を完了させ
る。

＜保健給食課＞
●定期健康診断で歯及び口腔の疾病及び異
常の有無を検査しなればならいため、学校歯
科医により実施している。
●保護者へ学校から結果を渡し、異常があ
れば受診勧奨を促している。

平成30年度の取り組み

＜奈良市歯科医師会＞
●校医として年１回各学校で歯科健診をす
る。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●健診の結果、受診が必要な学生に対し、治
療計画を立て速やかに受診勧奨し、その後
の生活の場に情報を引継ぎ治療を完了させ
る。

＜保健給食課＞
●定期健康診断で歯及び口腔の疾病及び異
常の有無を検査しなればならいため、学校歯
科医により実施した。
●保護者へ学校から結果を渡し、異常があ
れば受診勧奨を促した。

表中の下線 ：庁外機関・団体



健
診
・
受
診

●定期的に歯科健診を受ける意識が
低い、もしくは時間的な余裕がなくなる
年代である。
●妊婦対象の歯科健診は実施してい
るが、全ての対象者が受診できていな
い。
●公的な健診がなく、把握できない。

●定期健診を受ける人を増やす。 ●定期健診を受ける人が増えるよう啓
発を行う。

環
境
整
備

令和元年度の取り組み
（計画・方向性）

正
し
い
知
識
の
普
及

●歯肉状態不良の者が多い。
●審美(歯並び・口臭等)の意識が高ま
ると、歯科受診の機会も増える傾向に
ある。
●歯についての正しい知識や情報を知
る機会が少ない。
●市で妊婦歯科健診、フッ化物塗布
（希望者）を受ける機会がある。

●正しい歯の知識や情報を知る必要が
ある。

●正しい歯の知識や情報を伝える。 ＜健康増進課＞
●マタニティー歯っぴいチェック：月
1回、妊婦を対象に歯科健診、口
腔衛生指導、フッ化物塗布（希望
者のみ）を実施。
●妊婦、生まれてくる児の歯の健
康についてのチラシ配布。
●出張歯科講座：年1回、依頼が
あった地域子育て拠点施設、子育
てークルやサロン等で講話、歯磨
き実習を実施。
●歯ぴか教室：月2回1歳児と保護
者を対象に講話と歯磨き実習を実
施。
●口腔衛生指導：年1回、依頼が
あった各園に園児のみ、又は園児
と保護者を対象に講話と歯磨き指
導を実施。

＜健康増進課＞
●マタニティー歯っぴぃチェック：月
1回、妊婦を対象に歯科健診、口
腔衛生指導、フッ化物塗布（希望
者のみ）を実施。
●妊婦、生まれてくる児の歯の健
康についてのチラシ配布。
●出張歯科講座：年1回、、依頼が
あった地域子育て拠点施設、子育
てークルやサロン等で講話、歯磨
き実習を実施。
●歯ぴか教室：月２回、1歳児と保
護者を対象に講話と歯磨き実習を
実施。
●口腔衛生指導：年1回、依頼が
あった各園に園児のみ、又は園児
と保護者を対象に講話と歯磨き指
導を実施。
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≪青年期：～20代≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み

＜母子保健課＞
●マタニティー歯っぴぃチェック：月
1回、妊婦を対象に歯科健診、口
腔衛生指導、フッ化物塗布（希望
者のみ）を実施。
●妊婦、生まれてくる児の歯の健
康についてのチラシ配布。
●のびのび講座：年1回、依頼が
あった地域子育て拠点施設で講
話、歯磨き指導を実施。
●出張歯科講座：年1回、、依頼が
あった子育てサークルやサロン等
で講話、歯磨き実習を実施。
●歯ぴか教室：月１回、1歳児（第１
子）と保護者を対象に講話と歯磨
き実習を実施。
●口腔衛生指導：年1回、依頼が
あった各園に園児のみ、又は園児
と保護者を対象に講話と歯磨き指
導を実施。

平成30年度の取り組み

表中の下線 ：庁外機関・団体



平成30年度の取り組み

≪壮中年期≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成（運推、子育て
支援センターのスタッフ等）の実施

正
し
い
知
識
の
普
及

●歯周病にかかる者が増える。
●歯を喪失する者が増える。
●働き盛り世代の歯の健康に対す
る意識が低い。
●子どものむし歯予防の意識は高
いが、保護者自身の意識は低い。
●市で妊婦歯科健診、フッ化物塗
布（希望者）を受ける機会がある。
●歯についての正しい知識や情報
を知る機会が少ない。
●妊婦歯科健診で、自身の口腔状
態を知り、歯の正しい知識と手入れ
の方法を習得し、小児の歯の情報
提供を行っている。

●正しい歯の知識や
情報を知る必要があ
る。

●正しい歯の知識や情
報を伝える（妊婦健診・
母親教室・乳幼児健診・
子育て拠点施設・学校
保健委員会・事業所
等）。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●参加者がわかりやすい媒体、配布資料
づくり 。
●休日歯科診療所・事業所健診の受診時
に口腔保健指導を行う。

＜奈良市運動習慣づくり推進員協議会＞
●歯のメッセンジャーとして伝達活動

＜健康増進課＞
●健康ナビ★出前講座（地域出前講座）を
実施
●運動習慣づくりスタート講座を実施
●マタニティー歯っぴいチェック：歯科指
導、希望者にフッ化物塗布を実施。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●参加者がわかりやすい媒体、配布資料
づくり
●休日歯科診療所・事業所健診の受診時
に口腔保健指導を行う。

＜奈良市運動習慣づくり推進員協議会＞
●歯のメッセンジャーとして伝達活動

＜健康増進課＞
●健康ナビ★出前講座（地域出前講座）を
実施
●運動習慣づくりスタート講座を実施
●マタニティー歯っぴぃチェック：月1回、妊
婦を対象に歯科健診、口腔衛生指導、フッ
化物塗布（希望者のみ）を実施
●妊婦、生まれてくる児の歯の健康につ
いてのチラシ配布
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●歯のメッセンジャー養成講座を実
施している。

●歯の健康に関する
知識を伝える者が少
ない。

●歯のメッセンジャーを
養成し、育成する。
●歯のメッセンジャーを
支援する。

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成（運推、子育て
支援センターのスタッフ等）の実施

環
境
整
備

●働き盛り世代の歯の健康に関す
る連携体制が不明確である。(事業
所等)

●事業所等との連携
体制を確立する。

●事業所等との連携体
制を明確にし、検討す
る。

令和元年度の取り組み
（計画・方向性）

＜奈良県歯科衛生士会＞
●参加者がわかりやすい媒体、配布資料
づくり
●休日歯科診療所・事業所健診の受診時
に口腔保健指導を行う。

＜奈良市運動習慣づくり推進員協議会＞
●歯のメッセンジャーとして伝達活動

＜健康増進課＞
●健康ナビ★出前講座（地域出前講座）を
実施。

＜母子保健課＞
●マタニティー歯っぴぃチェック：月1回、妊
婦を対象に歯科健診、口腔衛生指導、フッ
化物塗布（希望者のみ）を実施
●妊婦、生まれてくる児の歯の健康につ
いてのチラシ配布

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成（運推、子育て
支援センターのスタッフ等）の実施

表中の下線 ：庁外機関・団体



平成30年度の取り組み現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）
＜奈良市歯科医師会＞
●歯周疾患検診の実施

＜健康増進課＞
●歯周疾患検診：40、50、60、70歳を対象
に登録歯科医療機関で実施
●マタニティー歯っぴいチェック：妊婦対象
で歯科健診を実施

＜奈良市歯科医師会＞
●歯周疾患検診の実施

＜健康増進課＞
●歯周疾患検診：40、50、60、70歳を対象
に登録歯科医療機関で実施
●マタニティー歯っぴいチェック：月1回、妊
婦対象に歯科健診、口腔衛生指導、フッ
化物塗布（希望者のみ）を実施

健
診
・
受
診

●定期的に歯科健診を受ける意識
が低い、もしくは時間的な余裕がな
くなる年代である。
●妊婦対象の歯科健診は実施して
いるが、全ての対象者が受診でき
ていない。
●40･50･60･70歳の検診があるが、
受診率は低い。

●定期健診を受ける
者を増やす。

●定期健診を受けるよう
に啓発を行う。

＜奈良市歯科医師会＞
●歯周疾患検診の実施

＜健康増進課＞
●歯周疾患検診：40、50、60、70歳を対象
に登録歯科医療機関で実施

＜母子保健課＞
●マタニティー歯っぴぃチェック：月1回、妊
婦を対象に歯科健診、口腔衛生指導、フッ
化物塗布（希望者のみ）を実施



平成30年度の取り組み

≪高齢期≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）

ボ
ラ
ン
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・

専
門
家
支
援

（
人

材
育
成
・
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談

）

●歯のメッセンジャー養成講座を実
施している。

●歯の健康に関する知
識を伝える者が少ない。

●歯のメッセンジャーを
養成し、育成する。
●歯のメッセンジャーを
支援する。

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成講座（運推等）を実
施

正
し
い
知
識
の
普
及

●歯周病にかかる者が増える。
●歯を喪失する者が増える。
●口腔機能のことをよく知らない者
が多い。
●介護予防講座を実施している。
●出前講座は、自治会やサロンから
の依頼が多い。（運動、認知症に次
いで口腔、栄養の順に多い）
●壮中年を対象の出前講座でも、65
歳以上の参加が多い。
●高齢者の支援者(ケアマネ等)も、
歯の健康に関する意識が低い。

●口腔機能についての
正しい知識や情報を知
る必要である。
●支援者の意識の向上
が必要である。
●若年層からの啓発が
必要である。

●口腔機能の正しい知
識や情報を伝える。
●支援者への情報提
供を行う。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●出前講座19か所開催、口腔機能向上のた
めの講話を行う。
地域の自治会からの依頼、高齢者の参加が
多い。
●奈良市包括支援センター西ブロック（4か
所）と顔の見える多職種連携会議、研修会、
交流会に18回参加。
奈良市包括支援センター職員、圏域サービス
事業所等に情報提供行う。

＜奈良市運動習慣づくり推進員協議会＞
●歯のメッセンジャーとして伝達活動

<福祉政策課>
●地域住民に対して、介護予防講座を13地
域で実施し、2,904人が参加した。
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能に
ついての出前講座を19地域で実施し、690人
が参加した。

健
診
・
受
診

●後期高齢者口腔健診(75・80・85
歳)を実施している。
(奈良県後期高齢者医療広域連合が
実施)

●定期健診を受ける者
を増やす。

●定期健診を受けるよ
うに啓発を行う。

＜福祉医療課＞
●しみんだよりに健診実施の記事掲載

環
境
整
備

●介護予防・日常生活支援総合事
業を実施している。
●支援者(ケアマネ等)や地域住民等
との関わりがある。

●介護予防と健康寿命
の延伸を図るために介
護予防・日常生活支援
総合事業を実施する。
●支援者(ケアマネ等)と
の連携体制を確立す
る。

●介護予防・日常生活
支援総合事業を実施す
る。
●連携体制を明確に
し、多職種連携等でス
ムーズに連携できるよ
うに調整する。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●2か所の奈良市包括支援センターより依
頼、介護予防日常生活支援総合事業を6回開
催。地域住民等の関わりをもつ。

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能に
ついての出前講座を19地域で実施し、690人
が参加した。
●医療・介護職員を対象に多職種連携会議
を10地域で15回実施した。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●出前講座１５か所程度開催予定、口腔機能
向上のための講話を行う。
地域の自治会からの依頼、高齢者の参加が
多いと予測される。
●介護サービス提供事業所からの依頼に
て、高齢者の支援者に向け、口腔機能につい
ての正しい知識等情報提供、口腔衛生指導
を行う。
●地域ケア会議において、１０か所の奈良市
包括支援センター、ケア会議助言者として参
加。高齢者の支援者に、口腔機能の知識等
情報提供行う。

＜奈良市運動習慣づくり推進員協議会＞
●歯のメッセンジャーとして伝達活動

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、介護予防講座を実施
する。
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能に
ついての出前講座を実施する。

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成講座（運推等）を実
施

＜奈良県歯科衛生士会＞
●3か所の奈良市包括支援センターより依
頼、介護予防日常生活支援総合事業を7回開
催予定。地域住民等の関わりをもつ。

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能に
ついての出前講座を実施する。
●医療・介護職員を対象に多職種連携会議
を実施する。

＜福祉医療課＞
●しみんだよりに健診実施の記事掲載
●福祉医療課及び出張所、行政センターに
受診勧奨のポスター掲示

＜福祉医療課＞
●しみんだよりに健診実施の記事掲載
●福祉医療課及び出張所、行政センターに
受診勧奨のポスター掲示

＜奈良県歯科衛生士会＞
●3か所の奈良市包括支援センターより依
頼、介護予防日常生活支援総合事業を7回開
催。地域住民等の関わりをもつ。

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能に
ついての出前講座を9地域で実施し、194人が
参加した。
●医療・介護職員を対象に多職種連携会議
を10地域で17回実施した。

＜健康増進課＞
●歯のメッセンジャー養成講座（運推等）を実
施

＜奈良県歯科衛生士会＞
●出前講座9か所開催、口腔機能向上のた
めの講話を行う。
地域の自治会からの依頼、高齢者の参加が
多い。
●介護サービス提供事業所からの依頼に
て、高齢者の支援者に向け、口腔機能につい
ての正しい知識等情報提供、口腔衛生指導
を行う。
●地域ケア会議において、6か所の奈良市包
括支援センター、1ブロックより準備会、ケア
会議助言者として13回参加。高齢者の支援
者に、口腔機能の知識等情報提供行う。

＜奈良市運動習慣づくり推進員協議会＞
●歯のメッセンジャーとして伝達活動

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、介護予防講座を6地域
で実施し、1,045人が参加した。
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能に
ついての出前講座を9地域で実施し、194人が
参加した。

表中の下線 ：庁外機関・団体



平成30年度の取り組み

≪介護≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
専
門
家
支
援

（
人
材
育
成
・
相
談

）

●関係機関が集まる機会
がある。
●介護を要する人を支援す
る人（地域包括支援セン
ターの職員やケアマネ等）
が口腔衛生に関する知識
が乏しい。

●支援者に対して口腔機能
についての知識を伝える必
要がある。

●支援者に対して知識を普
及する。
●施設見学会等を実施す
る。

＜奈良市歯科医師会＞
●多職種連携会議に参加し情報提供、共有を行う。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良市包括支援センター西ブロック(4か所）と顔
の見える多職種連携会議、研修会、交流会に18回
参加。
奈良市包括支援センター職員、圏域サービス事業
所等に情報提供行う。

正
し
い
知
識
の
普
及

●介護を要する高齢者は
来所が難しい。
●家族の口腔衛生に関す
る意識が低い。
●施設職員の口腔衛生に
関する知識が乏しい。

●介護を要する高齢者や家
族、施設職員等が、口腔機
能についての正しい知識や
情報を知る必要がある。

●介護を要する高齢者や家
族、施設職員等に口腔機能
についての正しい知識や情
報を伝える。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良市包括支援センター西ブロック(4か所）と顔
の見える多職種連携会議、研修会、交流会に18回
参加
奈良市包括支援センター職員、圏域サービス事業
所等に情報提供行う。

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能について
の出前講座を19地域で実施し、690人が参加した。

健
診
・
受
診

●在宅や施設で定期健診
や検診が受けられるか不明
である。
●在宅歯科（往診）をしてく
れる歯科医療機関がある。

●定期健診を受ける人を増
やす。
●在宅歯科（往診）をしてくれ
る歯科医療機関の情報発信
が必要である。

●定期健診を受けるように啓
発を行う。
●在宅歯科（往診）をしてくれ
る歯科医療機関一覧等を家
族や施設職員等に周知す
る。

環
境
整
備

●居宅療養管理指導に歯
科はあるが、実績は不明で
ある。
●口腔衛生管理加算、口
腔衛生管理体制加算等の
制度はある。
●医療と介護の連携を図る
ために多職種連携会議を
実施している。

●必要な人が居宅療養管理
指導や口腔衛生管理加算等
を利用する。
●医療と介護が連携を図り、
円滑に入退院ができる環境
づくりが必要である。

●ケアマネや介護職員等に
居宅療養管理指導や口腔衛
生管理加算等を周知する。
●各地域で多職種連携会議
の充実を図る。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良市包括支援センター西ブロックにおいて多職
種連携を行った。

＜歯科技工士会＞
●施設入所者の義歯への名前入れ

＜福祉政策課＞
●医療・介護職員を対象に多職種連携会議を10地
域で15回実施した。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●介護サービス提供事業所からの依頼にて、高齢
者の支援者に向け、口腔機能についての正しい知
識等情報提供を行う。
●地域ケア会議において、１０か所の奈良市包括支
援センターより、ケア会議助言者として参加。高齢者
の支援者に、口腔機能の知識等情報提供行う。

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能について
の出前講座を実施する。

＜奈良市歯科医師会＞
●多職種連携会議に参加して情報提供、共有を
行っています。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●介護サービス提供事業所からの依頼にて、高齢
者の支援者に向け、口腔機能についての正しい知
識等情報提供を行う。
●地域ケア会議において、１０か所の奈良市包括支
援センターよりケア会議助言者として参加。高齢者
の支援者に、口腔機能の知識等情報提供行う。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●総合事業内の多様なサービス提供において、専
門職として、いかに支援していくかを研修会を開催し
スキルアップに努める。
●地域ケア会議に参加している。

＜歯科技工士会＞
●施設入所者の義歯への名前入れ

＜福祉政策課＞
●医療・介護職員を対象に多職種連携会議を実施
する。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良市包括支援センターにおいて地域ケア会議
に参加した。

＜歯科技工士会＞
●施設入所者の義歯への名前入れ

＜福祉政策課＞
●医療・介護職員を対象に多職種連携会議を10地
域で17回実施した。

＜健康増進課＞
●「目指せ！かかりつけ歯科医100％」ステッカーを
介護保険事業所へ配付

＜奈良市歯科医師会＞
多職種連携会議に参加し情報提供、共有を行う。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●介護サービス提供事業所からの依頼にて、高齢
者の支援者に向け、口腔機能についての正しい知
識等情報提供を行う。
●地域ケア会議において、6か所の奈良市包括支援
センター、1ブロックより準備会、ケア会議助言者とし
て13回参加。高齢者の支援者に、口腔機能の知識
等情報提供行う。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●介護サービス提供事業所からの依頼にて、高齢
者の支援者に向け、口腔機能についての正しい知
識等情報提供を行う。
●地域ケア会議において、6か所の奈良市包括支援
センター、1ブロックより準備会、ケア会議助言者とし
て13回参加。高齢者の支援者に、口腔機能の知識
等情報提供行う。

＜福祉政策課＞
●地域住民に対して、高齢期の口腔機能について
の出前講座を9地域で実施し194人が参加した。

表中の下線 ：庁外機関・団体



平成30年度の取り組み

≪障害≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

専
門
家
支
援

（
人

材
育
成
・
相
談

）

●施設職員等の口腔衛生に関する意
識が低い。

●施設職員等に対し
て正しい歯の知識や
手入れ方法を伝える
必要がある。

●施設職員等に対して
知識を普及する。
●施設見学会等を実施
する。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に患者の口腔衛生の方
法を伝えている。

正
し
い
知
識
の
普
及

●患者、家族、施設職員等の口腔衛
生に関する意識が低い。

●患者、家族、施設
職員等が、正しい歯
の知識や手入れ方
法を知る必要があ
る。

●患者、家族、施設職
員等に正しい歯の知識
や手入れ方法を伝え
る。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●治療前に口腔衛生指導や食事指
導を患者・家族・施設職員に行ってい
る。

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所にて実
施（年2回）している障害児等の歯科
検診及び治療時に、患者、家族等に
正しい歯の知識や手入れ方法につ
いての指導を実施

環
境
整
備

●市立みどりの家歯科診療所にて、一
般の医療機関での受診が困難な障害
児等に対する歯科検診及び治療を
行っている。
●市民から問い合わせのあった場合
に、奈良県心身障害者歯科衛生診療
所や県歯科医師会で行っている訪問
歯科診療等について適宜案内してい
る。

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所にて、
一般の医療機関での受診が困難な
障害児等に対する歯科検診及び治
療を実施した。
●市民から問い合わせのあった場合
に、県歯科医師会で行っている訪問
歯科診療等について適宜案内した。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●みどりの家歯科治療前に口腔衛生指導や食事指導
を患者・家族・施設職員に行う。
●みどりの家年2回集団検診前の個別口腔衛生指
導。染色をし、患者・家族に確認してもらい正しい歯み
がき指導を行う。

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所にて実施している障害
児等の歯科検診（年2回）及び治療時に、患者、家族
等に正しい歯の知識や手入れ方法についての指導を
実施

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に患者の口腔衛生の方法を伝える。

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所にて、一般の医療機関
での受診が困難な障害児等に対する歯科検診及び治
療を実施
●市民から問い合わせのあった場合に、県歯科医師
会で行っている訪問歯科診療等について適宜案内

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所にて、一般の
医療機関での受診が困難な障害児等に対す
る歯科検診及び治療を実施した。
●市民から問い合わせのあった場合に、県
歯科医師会で行っている訪問歯科診療等に
ついて適宜案内した。

＜健康増進課＞
「目指せ！かかりつけ歯科医100％」ステッ
カーを全事業所へ配付

＜奈良県歯科衛生士会＞
●施設職員に患者の口腔衛生の方法を伝え
ている。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●治療前に口腔衛生指導や食事指導を患
者・家族・施設職員に行っている。

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所にて実施して
いる障害児等の歯科検診（年2回）及び治療
時に、患者、家族等に正しい歯の知識や手
入れ方法についての指導を行った。

表中の下線 ：庁外機関・団体



平成30年度の取り組み現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）

健
診
・
受
診

●障害児等の希望する者に年2回(2
月・8月)、市立みどりの家歯科診療所
にて歯科検診・口腔衛生指導を受けら
れる機会を設けている。
●市立みどりの家歯科診療所にて、一
般の医療機関での受診が困難な障害
児等に対する歯科検診及び治療を
行っている。（再掲）
●市全体の歯科健診について、障害
児・者のデータが無い。
●必要時の治療や健診、フッ化物塗布
についてデータが無い。
●一般歯科医院での障害児・者の受
け入れの可否が明示されていないこと
が多い。
●訪問歯科診療等については県歯科
医師会が紹介している。

●障害児・者の治療
や訪問歯科診療を
行っている歯科医療
機関に関する情報が
必要である。

●市立みどりの家歯科
診療所で実施している
障害児等の歯科検診及
び歯科治療について周
知する。
●障害児・者の治療や
訪問歯科診療を行って
いる歯科医療機関に関
する情報を家族や施設
職員等に提供する。

＜奈良市歯科医師会＞
●市立みどりの家歯科診療所にて、
歯科検診及び治療を行う。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●治療終了時に定期健診の必要性
を説明している。

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所で実
施（年2回）している障害児等の歯科
検診を実施し、奈良しみんだよりや
市ホームページで周知した。
●市民から問い合わせがあった際
に、県歯科医師会で行っている訪問
歯科診療等について適宜案内した。

＜奈良市歯科医師会＞
●市立みどりの家歯科診療所にて、年２回の歯科検
診及び治療を行っています。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●みどりの家歯科治療前に口腔衛生指導や食事指導
を患者・家族・施設職員に行う。治療終了時は定期健
診の必要性を説明している。
●みどりの家歯科診療所で実施（年2回）している障害
児等の歯科検診前の口腔衛生指導を行う。

＜障害福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所で実施（年2回）している
障害児等の歯科検診を実施し、奈良しみんだよりや市
ホームページ、障がい福祉課の窓口にて周知
●市民から問い合わせがあった際に、県歯科医師会
で行っている訪問歯科診療等について適宜案内

＜奈良市歯科医師会＞
●市立みどりの家歯科診療所にて、歯科検
診及び治療を行う。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●治療終了時に定期健診の必要性を説明し
ている。

＜障がい福祉課＞
●市立みどりの家歯科診療所で実施（年2
回）している障害児等の歯科検診を実施し、
奈良しみんだよりや市ホームページ、障がい
福祉課の窓口にて周知した。
●市民から問い合わせがあった際に、県歯
科医師会で行っている訪問歯科診療等につ
いて適宜案内した。



平成30年度の取り組み

≪災害≫

現状 課題 課題への対策 Ｈ29年度の取り組み
令和元年度の取り組み

（計画・方向性）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
専
門
家
支
援

（
人

材
育
成
・
相
談

）

●災害時に正しい歯の知識や手
入れ方法等を伝える者が必要で
ある。

●市民を支える者が正しい歯の知識
や方法を伝えられるよう、関係団体と
連携を図る。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●歯科衛生士会会員の知識向
上のため災害支援勉強会開催。
防災士指導によるHUGにて、避
難所の状況を学ぶ。

正
し
い
知
識
の
普
及

●大規模災害時、奈良県歯
科医師会行動マニュアルを
2017年2月作成。

●市民や関係団体等が、災害時
の正しい歯の知識や手入れ方法
等を知らない。

●災害時の正しい歯の知識や手入れ
方法等をチラシなどにまとめ、情報発
信できるようにする。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良県総合防災訓練に参加。
避難所での集団指導を担った。

健
診
・
受
診

環
境
整
備

●奈良市災害時対策マニュア
ルを作成中（医科）である。
●県では災害マニュアルを歯
科医師会が作成済み。

●奈良市災害時対策マニュアル
（歯科）を作成する必要がある。
●災害時における行政や市歯科
医師会の役割を明確にする。
●災害時の医療体制を確保す
る。

●奈良市災害時対策マニュアル（歯
科）を作成し、市民、関係団体、医療
機関、施設等が共有し、役割を理解す
る。
●関係団体、医療機関、施設等と連
携や調整する機会をつくる。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●日本科衛生士会を通じて、「災
害時安否確認」「安否登録」「災
害支援歯科衛生士登録」の訓練
をすすめた。

＜奈良県歯科技工士会＞
●施設入所者の義歯への名前
入れ

＜奈良県歯科衛生士会＞
●自主防災ボランティアさん主
催の防災訓練にて、災害時の正
しい口腔の手入れ法や知識提供
と協力
●奈良県総合防災訓練にて、口
腔の知識や手入れ法などについ
て、情報発信登録指導

＜奈良市歯科医師会＞
●奈良市歯科医師会の災害時
対策マニュアルの作成準備

＜奈良県歯科衛生士会＞
●奈良県総合防災訓練にて、J-
SPEEDを活用した避難所での多
職種連携アセスメント訓練
●会員対象の災害支援勉強会
にて、災害支援のあり方につい
てついて学ぶ。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●日本歯科大学衛生士会を通じ
た「災害安否確認」「安否確認登
録」「災害支援歯科衛生士登録」
の訓練を進め、奈良県歯科衛生
士会単独にて、会員安否確認訓
練

＜奈良県歯科技工士会＞
●施設入所者の義歯への名前
入れ

＜奈良県歯科衛生士会＞
●H29年度同様の日本歯科衛生
士会を通じた安否確認訓練の
他、奈良県歯科衛生士会として
奈良支部会員間での安否確認
方法を検討した。

＜奈良県歯科技工士会＞
●施設入所者の義歯への名前
入れ

＜奈良県歯科衛生士会＞
●歯科衛生士会の会員対象の
防災支援勉強会にて災害と防災
の知識、災害支援の方法を学
習。また奈良市の地形等から予
測される問題点について話し
合った。

＜奈良県歯科衛生士会＞
●自主防災ボランティアさん達
の要望で、平城地区の防災訓練
にて避難所でのお口のケアのパ
ネルやビラによる情報提供の協
力。
●前年度同様、奈良県総合防災
訓練に参加し避難所での集団指
導を行った。

表中の下線 ：庁外機関・団体


